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別
府
に
お
け
る
地
熱
発
電川

　
田
　
　
　
康

〝
雷か
み
な
り公
も
車
や
舟
を
押
す
世
な
り　

地
獄
の
鬼
も
出い
で

て
は
た
ら
け
〟

大
正
六
年

　

地
熱
利
用
の
発
電
の
研
究
開
発
に
日
本
で
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
別
府
亀
川
北
平
田
出
身
の
高
橋
廉れ
ん

一い
ち

で
あ
る
。

　

高
橋
氏
は
東
京
で
外
国
語
学
校
卒
業
後
、
新
聞
記
者
を
振
り
出
し
に

大
蔵
省
の
役
人
、
文
筆
家
な
ど
を
経
て
、
化
学
工
業
会
社
社
員
な
ど
を

経
て
、
地
熱
研
究
開
発
の
た
め
豊
富
な
温
泉
地
獄
の
あ
る
別
府
へ
帰
郷

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

高
橋
廉
一
は
、
ま
ず
火ほ

の
め売
町
付
近
に
二
階
建
て
の
「
高
橋
地
熱
研
究

所
」
を
建
て
地
熱
発
電
な
ど
の
研
究
を
始
め
た
。

大
正
七
年

　

次
に
山
内
萬ま

寿す

治じ

が
、
坊
主
地
獄
付
近
で
地
熱
発
電
の
開
発
に
着
手

し
た
。

　

山
内
萬
寿
治
は
広
島
出
身
、
海
軍
兵
学
校
六
期
で
、
明
治
三
九
年
二

月
二
日
～
明
治
四
二
年
一
二
月
一
日
ま
で
七
代
呉
鎮
守
府
司
令
長
官
の

要
職
に
あ
り
、
在
職
中
欧
米
な
ど
に
再
三
出
張
し
、
初
代
呉
海
軍
工
廠

長
時
代
、
山
内
式
連
射
砲
の
考
案
者
で
も
あ
る
。
ま
た
貴
族
院
議
員
、

男
爵
の
肩
書
き
を
持
ち
、
大
正
四
年
六
月
ま
で
日
本
製
鋼
（
株
）
取
締

役
会
長　

予
備
役
（
中
将
）
明
治
四
三
年
七
月
一
五
日
、
山
内
萬
寿
治

は
海
軍
退
役
後
、
全
国
五
～
六
箇
所
の
地
熱
に
よ
る
発
電
研
究
開
発
地

を
探
索
中
、別
府
の
鉄
輪
坊
主
地
獄
が
最
適
の
候
補
地
と
し
て
選
ん
だ
。

　

別
府
近
郷
に
地
熱
研
究
を
定
め
た
理
由
と
し
て
、
山
内
萬
寿
治
の
遺

著
の
中
に
書
き
記
し
て
い
る
。

一
、
活
火
山
付
近
よ
り
休
火
山
付
近
の
方
が
蒸
気
も
あ
り
且
つ
地
熱

も
高
い
こ
と
。

二
、
地
熱
研
究
の
条
件
に
最
適
で
あ
る
こ
と
。

三
、
地
の
利
が
便
宜
で
あ
る
こ
と
。

　

日
本
は
世
界
有
数
の
火
山
国
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
地
熱
を
利
用
し

た
発
電
は
盛
ん
で
な
く
、
そ
の
原
因
は
、
戦
前
は
石
炭
、
戦
後
は
石
油

の
供
給
が
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
地
熱
を
発
電
に
利
用
す
る
と
言
う
考
え
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
歴
史
的
に
も
研
究
開
発
が
行
わ
れ
た
記
録
な
ど
も
な
く
、
外
国
の

文
献
な
ど
を
参
考
に
研
究
開
発
が
手
探
り
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

更
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
者
が
イ
タ
リ
ア
で
行
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わ
れ
た
地
熱
調
査
の
結
果
、
地
熱
発
電
は
過
熱
蒸
気
の
場
合
し
か
成
功

し
な
い
と
発
表
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
地
熱
発
電
の
見
込
み
が
な

い
と
さ
れ
、そ
れ
を
否
定
す
る
だ
け
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

別
府
で
は
温
泉
熱
利
用
が
昔
か
ら
多
岐
に
利
用
さ
れ
て
来
た
。浴
用
、

産
業
、
医
療
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
遅
ま
き
な
が
ら
大
正
六
年
、
前

記
し
た
が
、
亀
川
出
身
の
高
橋
廉
一
に
よ
っ
て
研
究
開
発
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
非
常
に
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

以
後
別
府
に
お
け
る
地
熱
発
電
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
。

　

大
正
八
年
三
月
一
日
初
め
て
の
爆
発
、
四
月
一
八
日
再
度
大
噴
出　

深
さ
八
〇
尺
。

　

地
熱
蒸
気
噴
出
が
確
認
で
き
た
山
内
萬
寿
治
は
、
五
ケ
月
後
に
物
故

者
と
な
り
、
ま
た
イ
タ
リ
ー
に
調
査
の
た
め
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
技
師
も
物
故
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
究
の
途
中
逝
去
さ
れ
た
山
内
は
、
大
正
八
年
九
月
、「
男
爵

山
内
萬
寿
治
氏
」
と
刻
ん
だ
石
燈
籠
一
対
が
、
実
験
遺
井
近
く
の
火
売

神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
噴
気
井
は
、
目
的
を
同
じ
く
し
て
長
逝
し
た
両
氏
の
霊
を
弔

う
意
味
で
、
高
橋
廉
一
が
そ
の
遺
井
を
譲
受
け
実
験
用
の
ひ
と
つ
に
し

た
。
こ
の
噴
気
孔
は
八
〇
尺
（
約
二
五
メ
ー
ト
ル
）
を
掘
り
下
げ
、
そ

の
上
に
四
イ
ン
チ
（
約
一
〇
セ
ン
チ
）
の
鉄
管
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
試
験
の
結
果
、
大
正
一
〇
年
噴
気
熱
度
は
摂
氏
一
一
七
度
、
圧

力
一
一
ポ
ン
ド
七
で
充
分
低
圧
タ
ー
ビ
ン
を
回
転
し
得
る
こ
と
を
確
か

め
上
京
、
工
学
博
士
加
茂
正
雄
に
伝
え
る
と
賞
賛
さ
れ
、
九
州
大
学
の

機
械
学
教
授
山
口
博
士
に
紹
介
、
両
博
士
と
も
五
月
来
別
し
、
詳
し
く

実
態
調
査
事
業
の
完
成
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
正
一
一
年
、
加
茂
、
山
口
両
博
士
の
相
談
の
上
、
九
州
大
学
工
科

で
製
作
し
た
試
験
用
シ
リ
ン
ダ
ー
を
鉄
輪
の
タ
オ
ル
工
場
と
坊
主
地
獄

の
噴
気
孔
と
に
据
え
付
け
実
験
を
進
め
た
。
理
想
の
域
ま
で
に
は
達
せ

な
い
が
噴
気
孔
を
掘
り
下
げ
れ
ば
実
用
に
な
る
と
確
信
を
得
た
。

　

そ
の
先
に
進
む
に
は
財
力
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
加
茂
博
士

は
こ
れ
を
渋
澤
子
爵
に
訴
え
て
援
助
を
仰
い
だ
。

　

子
爵
は
更
に
財
界
の
有
力
者
和
田
豊
治
に
紹
介
、
九
州
水
力
電
気
の

手
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
を
援
助
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
重
役
会
の
決

議
に
基
づ
き
、
資
金
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
、
突
如
和
田
豊
治
が
他
界
、
九
州
水
力
電
気

社
長
の
更
迭
な
ど
に
よ
り
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
高
橋
氏
は
、
永
久
に
隠
れ
た
一
研
究
者
と
し
て
、
依
然
と

し
て
単
独
で
研
究
を
続
け
た
。
そ
の
労
が
遂
に
報
い
ら
れ
て
、
東
京
電

灯
会
社
の
太
刀
川
博
士
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
研
究
費
が
贈
ら
れ

た
。
坊
主
地
獄
の
噴
気
孔
に
据
付
け
る
発
動
機
は
、
東
京
電
灯
会
社
の
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手
で
三
菱
電
機
会
社
に
注
文
さ
れ
た
。

　

高
橋
氏
、
山
内
氏
が
夢
想
の
中
に
描
か
れ
た
地
熱
発
電
が
い
よ
い
よ

現
実
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
く
に
高
橋
廉
一
は
我
国
に
お
け
る
地
熱
研
究
の
開
祖
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
九
年
間
、
多
額
の
私
財
を
な
げ
う
ち
「
山
師
だ
、
夢
想
家
」

だ
と
罵
声
や
哄
笑
を
浴
び
な
が
ら
研
鑽
を
重
ね
た
結
果
、
大
正
一
四
年

一
一
月
一
三
日
、
地
熱
利
用
で
パ
ー
キ
ン
式
発
電
機
を
動
か
し
、
地
中

蒸
気
を
以
っ
て
起
電
に
成
功
し
た
。

　

こ
れ
は
僅
か
三
馬
力
位
の
（
十
燭
光
一
〇
個
）
の
起
電
に
す
ぎ
な
い

も
の
で
、
イ
タ
リ
ー
・
米
国
に
次
ぐ
規
模
と
し
て
は
小
さ
い
が
、
世
界

三
番
目
の
地
熱
発
電
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
（
昭
和
二
年
）
太
刀
川
博
士
は
、
大
岳
地
区
に
も
着
目
し
、

河
原
地
獄
で
深
度
八
四
メ
ー
ト
ル
の
試
掘
を
行
い
、
乾
き
蒸
気
の
噴
出

に
成
功
。
こ
の
蒸
気
は
発
電
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
大
岳
地
区

地
熱
開
発
の
第
一
歩
を
印
し
た
。
又
こ
の
井
戸
は
「
太
刀
川
」
と
呼
ん

で
管
理
さ
れ
、
以
後
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
噴
出
が
続
い
た
。

　

そ
の
後
、
地
熱
発
電
は
戦
争
で
中
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
日
本
最
初
で
世
界
第
三
番
目
の
地
熱
発
電
に
成
功
し
た
噴
気

井
は
現
在
、
坊
主
地
獄
東
側
の
鉄
輪
地
獄
地
帯
公
園
内
西
側
の
林
の
中

に
あ
る
。
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